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連続する整数への分解の長さ 

 

 整数１５は，１＋２＋３＋４＋５という５つの連続する整数の和，４＋５＋６という３つの連続する整数

の和，７＋８という２つの連続する整数の和に分解できます。 

 

（１）次の，あアあ～あウあにあてはまる数を，それぞれすべて答えなさい。 

① １０個の連続する整数の和に分解できる整数は，必ずあアあ個の連続する整数の和に分解できます。

ただし，１０個は除きます。 

 

② １７５個の連続する整数の和に分解できる整数は，必ずあイあ個の連続する整数の和に分解できます。

ただし，１７５個は除きます。 

 

③ ３６０個の連続する整数の和に分解できる整数は，必ずあウあ個の連続する整数の和に分解できます。

ただし，３６０個は除きます。 

 

 

（２）１７５個の連続する整数の和にも，３６０個の連続する整数の和にも分解できる整数を，小さい順に

３つ答えなさい。 
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連続する整数への分解の長さ 

（１）あアあ＝２，５ あイあ＝５，７，２５，３５ 

   あウあ＝３，５，８，９，１５，２４，４０，４５，７２，１２０ 

（２）６９３００，８１９００，９４５００ 

 

（１） 

 ① 解説省略。いくつか調べてみてこうかな，というくらいでいいでしょう。 

 ② １７５個の連続する整数の和に分解できる整数は，ｎ×１７５という積の形で表すことができ，ｎは

（１７５－１）÷２＋１＝８８以上の整数です。このとき，１７５の約数のうちから１と１７５を除い

た，５，７，２５，３５について， 

（ｎ×３５）×５， 

（ｎ×２５）×７， 

（ｎ×７）×２５， 

（ｎ×５）×３５，という積の形で表すことができるので，あイあ＝５，７，２５，３５です。 

 

 ③ ３６０個の連続する整数の和に分解できる整数は，ｋ×３６０という積の形で表すことができます。

ｋは，○△□.５という，小数点以下が０.５の小数で，３６０÷２＋０.５＝１８０.５以上の数です。 

   偶数個の連続する整数の和に分解する場合，○△□.５×３６０のように， 

（小数点以下が０.５の小数）×（偶数）でなければならないので，３６０＝２×２×２×３×３×５

であることから， 

（ｋ×３×３×５）×（２×２×２）による８個の連続する整数の和への分解， 

（ｋ×３×５）×（２×２×２×３）による２４個の連続する整数の和への分解， 

（ｋ×３×３）×（２×２×２×５）による４０個の連続する整数の和への分解， 

（ｋ×５）×（２×２×２×３×３）による７２個の連続する整数の和への分解， 

（ｋ×３）×（２×２×２×３×５）による１２０個の連続する整数の和への分解，が可能です。 

   奇数個の連続する整数の和に分解する場合は，（整数）×（奇数）であればよいので，３６０の奇数

の約数のうちで１以外の，３個，５個，９個，１５個，４５個に分解できます。 

   以上より，あウあ＝３，５，８，９，１５，２４，４０，４５，７２，１２０です。 
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（２）（１）の②，③より，（整数）×１７５という積で表せるとともに， 

○△□.５×３６０＝（２×○△□.５）×１８０＝（奇数）×１８０という積で表せる整数を求めます。

１７５と１８０の最小公倍数は６３００であり，６３００÷１８０＝３５は奇数であることから， 

６３００×（奇数）が答えとなります。 

 また，（整数）×１７５の（整数）は８８以上であることから， 

６３００×（奇数）＝１７５×３６×（奇数）の３６×（奇数）は８８以上なので，（奇数）は３以上

です。同様に，（奇数）×１８０の（奇数）は１８０.５×２＝３６１以上であることから， 

６３００×（奇数）＝１８０×３５×（奇数）の３５×（奇数）は３６１以上なので，（奇数）は１１

以上です。 

 

よって，６３００×１１＝６９３００，６３００×１３＝８１９００，６３００×１５＝９４５００が

答えです。 
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